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主 催　国文学研究資料館 

後 援　古典の日推進委員会

聴講無料

建部 綾足「四季竹図」
青森県立図書館所蔵

２０２5年

11月1日（土）
14：40～17：00 （開場 14：10）

　 王朝文学と舶来ブランド品
河添 房江（東京学芸大学名誉教授） 

２

国風文化の華とされる『源氏物語』『枕草子』など王朝文学には、
しかし意外なほど「唐物」とよばれる舶来ブランド品が登場し、
重要な意味を担っています。香料や瑠璃や紙、珍獣など唐物が
どのように語られるか、そして絵画に描かれるのか、解説いたします。

【講演内容】
たけ  べ  あや たり おりおりぐさ

　 建部綾足 『折々草』の魅力
木越 俊介（当館教授）

　 

１

明和８年（1771）に成立した『折々草』は、全 36 話からなる散文
の小品集。紀行的、記録的なものや物語的なものまで、いずれも淡々
とした筆致の中にイメージを喚起する力があります。今回は数話か
ら作品の魅力を探り、作者の横顔にも触れたいと思います。

ライブ配信
『古土佐繪帖』/当館所蔵

国文学研究資料館２階大会議室 /ライブ配信 
（東京都立川市緑町 10-3）

※現地参加は申込が必要。ライブ配信は申込不要。

建部 綾足「孟喬和漢雑畫」
青森県立図書館所蔵



至 多摩センター

高松駅

立川北駅

至 八王子

至 拝島

JR中央本線

JR青梅線

国立国語研究所

自治大学校

立川市役所
モノレール本社

災害医療
センター

JR立川駅

国営昭和記念公園

東京電力東京電力

立川第二法
務総合庁舎
立川第二法
務総合庁舎

陸上自衛隊
立川駐屯地

人間文化研究機構
国文学研究資料館

「立川市役所」バス停「立川市役所」バス停

「立川学術プラザ」バス停「立川学術プラザ」バス停
「裁判所前」バス停「裁判所前」バス停

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

立川南駅

東京地方裁判所
立川支部
東京地方裁判所
立川支部

立川警察署立川警察署
IKEA

至 上北台
交通案内

●なお、お申し込みは、お一人様１回限りとさせていただきます。

●同時に複数名でのお申し込みは受け付けられませんので、ご了承ください。

●抽選結果は、申込締切後、10 月 24 日（金）までにメールにてお知らせ
いたします。この日を過ぎても結果連絡が届かない場合はお手数ですが、
お電話にてご連絡ください（当館からのメールが「迷惑メールフォルダ」等
に自動的に振り分けられてしまうことがあります。届かない場合には、一度
お確かめください。）。

※この申し込みを通じて得た個人情報は、連絡業務のみに使用させていただきます。
※自然災害による交通機関等への影響が予想される場合は、講演会を中止することがあります。

講師紹介

現地参加申込方法

電話番号 050‐5533‐2910
Web https://www.nijl.ac.jp/　
所在地 〒190‐0014　東京都立川市緑町10‐3
E-mail jigyou@nijl.ac.jp

◯電車利用の場合
　ＪＲ立川駅下車、多摩モノレール立川北駅に乗り換え、高松駅下車、徒歩10 分

◯立川バスの場合
 ・「立川学術プラザ」バス停下車、徒歩１分  ＪＲ立川駅北口 2 番のりば乗車 
 ・「裁判所前」バス停下車、徒歩５分 ＪＲ立川駅北口 2 番のりば乗車 
 ・「立川市役所」バス停下車、徒歩３分 ＪＲ立川駅北口 1 番のりば乗車 

国文学研究資料館 令和7年度（2025年度）

「古典の日」講演会
古典が我が国の文化において重要な位置を占め、優れた価値を有していることに鑑
み、国民が広く古典に親しむことを目的として、2012 年に、11 月 1 日は「古典の日」
と定められました。『源氏物語』の成立にかかわる記録のうち、最も古い日時が
寛弘５年（1008年） 11 月 1 日であることに由来しています。 
日本古典文学の文献資料収集と研究を主事業とする国文学研究資料館も、
「古典の日」の趣旨に賛同し、 2012 年度から記念の講演会を催しております。
古典に親しむ絶好の機会として、大勢の方にお出でいただくことを願っております。 

日時：2025 年 11 月 1日（土）14時 40 分 ～17 時

問い合わせ先

 事前申込　定員 50名（抽選）
 申込締切日　2025 年 10月 20日(月)
お申込にあたっては以下の情報を
ご提供いただきます。

①氏名（フリガナ）　
②電話番号　
③メールアドレス

お申し込み
フォーム

木越 俊介
国文学研究資料館教授。 
江戸時代中後期の小説、特に「読本」と呼ばれるジャンルを中心に、地誌・
奇談などにも興味を広げて研究している。さらに、書籍の出版・流通や
当時の版権などについても調査している。 
著書に『江戸・大坂の出版流通と読本・人情本』（清文堂出版、2013）、
『知と奇でめぐる近世地誌』（平凡社、2023）などがある。

よみほん

河添 房江
東京学芸大学名誉教授。 
専門は平安文学、唐物研究、源氏享受史。主な著書に『源氏物語と東ア
ジア世界』(ＮＨＫブックス)、『光源氏が愛した王朝ブランド品』( 角川選書 )、
『唐物の文化史』( 岩波新書 )、『源氏物語越境論』( 岩波書店 )、『紫式部
と王朝文化のモノを読み解く』( 角川ソフィア文庫 )がある。 

※「第18回日本古典文学学術賞」授賞式を合わせて開催することを予定しておりまし
たが、今回は受賞該当者がありませんでしたので、授賞式は行いません。


